
Ａ    適切な表現にして書く ６ 

「～たり、…たり」という表現を

用いて適切な文に書き直す  

(75.0%) 

文の意味のつながりを捉え， 

仮定の表現として適切なもの 

を選択する (83.2%) 

 
正答 

問題の概要と正答率 

小学校国語 

一  

 

 

二 

（例） 

 テレビを見たり、音楽を 

 聞いたりしました。 

  １ ・ ４ ・ ５ 

一 

  

 

二 

複数の内容を含む文を分析的・統合的
に理解することについて，複数の事柄
を「～たり、…たり」という表現を用
いて適切な文に書き直すことは良好で
ある。また，仮定の表現を用いて適切
な文に書き直すことも，相当数の児童
ができている。 

複数の事柄を並列の関係で書く
ことができるかどうかをみる 

1 

（別紙） 

※ 「４年間のまとめ」で指摘した課題「複数の内容を含む文を 
  分析的・統合的に理解すること」に関連する設問 
 
 

６ 二 正答率 ： 83.2% Ａ 一 正答率 ： 75.0% 

仮定の表現として，適切なものを
捉えることができるかどうかをみる 

「４年間のまとめ」  
  国立教育政策研究所において，平成19～22年度の４回の 
  調査結果を分析して，成果と課題を整理した報告書 



Ｂ    立場や意図をはっきりさせながら討論する ＜卒業文集＞ １ 

2 



討論会での発言に対し，手書きの 

立場から質問か意見を書く (28.4%) 

 

正答 

三 

・ （大野さんの発言に対して）質問（があります。） 

 「去年の卒業文集には読みにくいところがありま 

 した」と言いましたが、どの部分が読みにくかっ 

 たのですか。また、文字以外に読みにくいところ  

 はありましたか。 

・ （大野さんの発言に対して）意見（があります。） 

 パソコンであれば、「文字の形や大きさがそろう」 

 と言いましたが、手書きでも原こう用紙のますに 

 合わせてていねいに書けば、読みやすい文集 

 になると思います。 

立場や根拠を明確にして話し
合うことについて，発言をす
る際に一定の立場に立っては
いるが，根拠を明確にした上
で発言をする点に，依然とし
て課題がある。 

立場を明確にして，質問や意見を述べる 
ことができるかどうかをみる 

3 

※ 「４年間のまとめ」で指摘した課題 
  「立場や根拠を明確にして話し合う 
  こと」に関連する設問 

１ Ｂ 三 正答率 ： 28.4% 

（例） 

問題の概要と正答率 

（正答・誤答を含め，） 
手書きの立場に立って質問，意見 
のどちらかを選択した上で，その 
内容を書いている解答の割合     ： 86.5% 

● 発言の中の言葉を，引用して 
  書くことができていない 
 

 ・ （大野さんの発言に対して）意見（が 
  あります。）読みやすさも大事だけど、 
  手書きの字にその人の個性が表れ、 
  もう一度見たときに、学級のみんなを 
  思い出し、なつかしむことができると 
  思います。 

誤答例 



整数，小数，分数の四則計算をす
ること，特に計算の順序について
のきまりなどを理解することに，
改善の状況が見られる。 

Ａ   (5) 四則計算 １ ８ Ａ   式の表す意味 

(5) １００－２０×４  
     を計算する   (81.1%) 

正答 

１ 

答えが 
１００－２０×４  
の式で求められる 
問題を選ぶ   (81.2%) 

８ 

２ 

(5)  ２０ 

※ 「４年間のまとめ」で指摘した課題「計算の順序についての 
  きまりなどを理解すること」に関連する設問 

１ ８ 

小学校算数 

4 

  正答率 ： 81.2% Ａ (5) 正答率 ： 81.1% 

減法と乗法の混合した整数の計算
をすることができるかどうかをみる 

四則の混合した式の意味について
理解しているかどうかをみる 
 

問題の概要と正答率 

１ 

８ 

平成１９年度調査 ６＋０． 
平成２０年度調査 ３＋２×４   
平成２１年度調査 ８０－３０÷５ 
平成２２年度調査 ５０＋１５０×２ 

を計算する （69.1%） 
を計算する （71.1%） 
を計算する （67.0%） 
を計算する （66.3%） 

５×２ 

Ａ 



Ｂ   (2) 事象の観察と論理的な考察 （日本の伝統文化） ５ 
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正答 

(1) 

 

 

 

 

(2) 

 

 

 

 

 

(2) 

示された図を基に，赤いテー

プの長さが白いテープの長さ

（80cm）の1.2倍に当たるとき

の赤いテープの長さを求める

式を選ぶ (72.1%) 

示された図を基に，青いテー

プの長さが白いテープの長さ

（80cm）の0.4倍に当たるとき

の青いテープの長さを求める

式を選ぶ (54.3%) 

 

使いやすい箸の長さの目安を

基に，一あた半の長さを表し

ている図を選ぶ (46.3%) 

(1) ３ (2) ３ 
 
(2) ４ 
  

Ａ    乗法の意味 ２ 

２ 

５ 

Ａ 

Ｂ 

２ 

５ 

Ａ 

Ｂ 

図を観察して数量の関係を理解
したり，数量の関係を表現して
いる図を解釈したりすることに
課題がある。 

２ Ａ (2) 正答率 ： 54.3% 

割合が１より小さい場合でも，比較
量の求め方が（基準量）×（割合）に
なることを理解しているかどうかを
みる 

５ Ｂ (2) 正答率 ： 46.3% 

示された情報を解釈し，基準量の
1.5倍の長さを表している図を選択
することができるかどうかをみる 

問題の概要と正答率 



6 

正答 

１目盛りを50㎥として学校の水の使用量の表を

棒グラフに表すとき，棒が縦20マスの枠の中に

入らない月を選び，そのわけを書く (69.3%) 

Ｂ   (2) 資料の観察と目的に応じた表現 （水の使用量） ２ 

 

問題の概要と正答率 

【番号】  １ 

【わけ】 （例） 

  棒グラフで表すことができる水の量は，１目もりが 

  50㎥で20マスだから，50×20＝1000で，1000㎥ 

  までです。 

  ６・７月の水の使用量は1500㎥で，1000㎥よりも 

  多いので，棒がわくの中に入りません。 

(2) 



Ｂ   (3) 情報の整理・選択と判断の根拠の説明 （配膳） ３ 

7 

正答 

示された分け方でスープを分けたとき， 

残りの30人にスープを分けることができ 

るかどうかを選び，そのわけを書く  (30.8%) 

数量の大小を比較する際に，根
拠となる事柄を過不足なく示し，
判断の理由を説明することにつ
いて，改善の状況が見られる設
問もあるものの，依然として課
題がある。 

【番号】  ３ 

【わけ】 （例） 

  10人分のスープの量は，９－７＝２で，２Ｌです。 

  残りの30人に必要なスープの量は，２×３＝６   

  で，６Ｌです。 

  10人に分けた後では７Ｌ残っているので，30人 

  に分けると，７－６＝１で，１Ｌ残ります。 

  だから，分けることはできますが，残ります。 

理由を記述する設問としては， 
これまでで最も高い正答率 

２ Ｂ (2) 正答率 ： 69.3% 

最大値に着目して，棒グラフの棒を
枠の中に表すことができない理由を
言葉と数を用いて記述できるかどう
かをみる 

３ Ｂ (3) 正答率 ： 30.8% 

示された情報を基に必要な量と残り
の量の大小を判断し，その理由を
言葉と数を用いて記述できるかどう
かをみる 

問題の概要と正答率 

(3) 



正答 

ノートを基に，標語から伝
わってくる <メッセージ> と 
<表現の工夫とその効果> 
を書く (48.9%) 
 

・Ａ 
〈メッセージ〉 
  私たちは，本から様々な情報をキャッチすること 
 ができます。だから，心を豊かにするために本を 
 読みませんか（というメッセージが伝わる。） 
〈表現の工夫とその効果〉 
  心のアンテナを伸ばすという比喩を用いることで， 
 読書することのよさを読む人に分かりやすく示して 
 いる。 

（例） 
・Ｂ 
<メッセージ〉 
  さりげなく手に取った一冊の本が，あなたの 
 未来を決定付けることになるかもしれません 
 （というメッセージが伝わる。） 
〈表現の工夫とその効果〉 
  本を案内図に例えることで，本から得る情報 
 が読者の今後の生活や生き方に影響を与え 
 ることが印象深く伝わる。 

三  

Ｂ      読書についての標語を考える １ 

中学校国語 

8 

問題の概要と正答率 



Ｂ      説明的な文章を読む （接着剤） ２ 

9 



正答 

水の中に浸すと，切手をきれいに 

はがすことができる理由を書く (28.8%) 

 

・ 切手を水に浸すことで，固体となっていたのりが液体となり，アンカー効果がなくなるから。 

・ 切手ののりが液体になり，アンカー効果を失うから。 

・ 水にしばらく浸すと切手ののりの部分が固体から液体になる。その結果，アンカー効果が 

 なくなるから。 

・ アンカー効果で物をくっつけていた接着剤が，水に浸されると液体になるから，切手が 

 はがれる。 

（例） 

10 

問題の概要と正答率 

三  



● アンカー効果について正しく読み取ることができていない 
 ・ 切手が液体に触れることでアンカー効果というものが働いて， 
  きれいにはがすことができる。 
 ・ 切手はだ液で貼ることができるので，液体に浸せばアンカー 
  効果できれいにはがれます。 
 ・ 水の中に入れると，封筒と切手の間に液体が染み込み，アン 
  カー効果が起きるため。 
 ・ 切手を水に浸すと，アンカー効果が固体から液体になるから。 

● 事実を明確に書くことができていない 
 ・ アンカー効果でくっついていた切手が，水に浸すこと 
  で固体から液体になったから。 
 

● 原因と結果を逆に捉えて書いている 
 ・ アンカー効果がなくなったから，切手ののりが固体 
  から液体になった。 
 
● 切手をきれいにはがすことができる理由に対す 
 る解答ではなく，アンカー効果の説明をしようとし 
 ている 
 ・ 切手の裏ののりは，ぬらすと液体の接着剤となり， 
  これが物にくっつく仕組みをアンカー効果という。 
 ・ 水分を含んでいない切手は，ぬらすことで液体の接着 
  剤になります。この方法もアンカー効果の一つです。 

文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えた
い事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くこ
とについて，説明する際に，文章や資料から必
要な情報を取り出してはいるが，それらを用い
て伝えたい内容を適切に説明する点に，依然と
して課題がある。 

自分の考えを表す際に，根拠を示すことは意識さ
れているが，根拠として取り上げる内容を正しく
理解した上で活用する点に課題がある。 

● 表現の工夫について書くことができていない 
 ・Ａ 
  心のアンテナは読書によって伸ばすことができるということが， 
 読み手に印象的に伝わる効果があると思いました。 
 

● 表現の技法を理解できていない 
 ・Ｂ 
  倒置法が使われていることで，読書が将来の自分に影響を 
 与えることを印象強く伝えているし，覚えやすくてよい。 
 

● 表現の工夫やその効果についてではなく，標語に 
 ついての感想を書いている 
 ・Ｂ 
  未来を示すだけではなく，夢や希望を与えるような案内図で 
 あれば，多くの人はその本を読んでくれると思う。       

Ｂ   三の誤答例 （〈表現の工夫とその効果〉について） １ 

Ｂ   三の誤答例 ２ 

Ｂ   三の誤答例 ２ 

11 

※ 「４年間のまとめ」で指摘した課題「文章や資料から 
 必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を明確 
 にして自分の考えを書くこと」に関連する設問 



Ａ   (2) 反比例の意味 10 

12 

正答 

関数領域の内容のうち，特に反比例に
おけるｘとｙの値の変化の特徴を理解
することや，一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂに
おけるａとｂの値とグラフの特徴を関
連付けて理解することについて，改善
の状況が見られる。 

(2) 正答率 ： 76.5% (2) 正答率 ： 75.5% 

中学校数学 

 (2) 一次関数のグラフ 11 

(2) 
 
 
(2) 

反比例の性質を表した記述を
選ぶ (76.5%) 
 
一次関数 ｙ＝３ｘ－４ のグラフ
を選ぶ (75.5%) 

10 

11 

イ 
 
エ 
  

10 

• 平成２０年度調査と同一問題 
 

• 平成２０年度調査の正答率（63.6%）と
比べて，12.9ポイント高くなっている 
 

11 

• 平成１９年度調査と類似問題 
 

    平成１９年度調査では， 
    一次関数 ｙ＝－３ｘ＋２ 
    のグラフを選ぶ問題を出題 
 

• 平成１９年度調査の正答率（60.4%）と
比べて，15.1ポイント高くなっている 

Ａ 

問題の概要と正答率 

(2) 
 
(2) 

10 

11 
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正答 

Ｂ   (2) 不確定な事象の数学的な解釈と判断 （スティックゲーム） ５ 

問題の概要と正答率 

１点と２点のとりやすさにつ

いての正しい記述を選び，

その理由を確率を用いて説

明する (32.7%) 

(2) 

１点をとる確率は  であり， 

２点をとる確率は  なので， 

１点をとる確率より２点をとる 

確率の方が大きい。だから， 

１点より２点の方がとりやすい。 

３ 
― 
８ 
１
― 
２ 

（例） 
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(2) 正答率 ： 32.7% ５ ６ (3) 正答率 ： 30.7% 

グラフの傾きや交点の意味を事象に
即して解釈し，結果を改善して問題
を解決する方法を数学的に説明する
ことができるかどうかをみる 

不確定な事象の起こりやすさの
傾向を捉え，判断の理由を数学
的な表現を用いて説明すること
ができるかどうかをみる 

Ｂ   (3) 数学的な表現の事象に即した解釈と問題解決の方法 （駅への向かい方） ６ 

正答 

問題の概要と正答率 

(3) 

（例） 

兄の出発時間を変えないとき，
兄の進む様子を表すグラフの
両端の２点を求め，そのグラフ
から兄の速さを求める方法を
説明する  (30.7%) 

・ 点Ａと点Ｂを結んだグラフから， 
 その傾きを読み取る。 
・ 点Ａと点Ｂを結んだグラフから， 
 家から駅までの道のりと兄の進 
 んだ時間を読み取り，家から駅 
 までの道のりを兄の進んだ時間 
 でわる。 

今年度の記述式問題で，特に正答率が低かった２問 

記述式問題は，特に確率を
用いた理由の説明，グラフ
を用いた方法の説明に課題
がある。 

Ｂ Ｂ 



Ａ   証明の方針の必要性と意味 

15 

正答 

図形の性質を証明することについて，
着目すべき図形を指摘することは良
好であるが，方針を立て，証明を書
くことに課題がある。 

正答率 ： 76.4% 

８ Ｂ   (1) 構想を立てて証明すること ４ 

８ ４ Ｂ (1) 正答率 ： 40.2% 

図形の性質を，構想を立てて
証明することができるかどう
かをみる 

Ａ 

証明のための構想や方針の
必要性と意味を理解している
かどうかをみる 

問題の概要と正答率 

証明の方針を立てる際に着目
すべき図形を指摘する  
                               (76.4%) 
２つの線分の長さが等しいこと
を証明する            (40.2%) 

 
 
 
(1) 

８ Ａ 

４ Ｂ 

① △ＡＢＤ  ② △ＡＣＥ 
 

△ＡＢＤと△ＡＣＥにおいて， 
仮定より， 
  ＡＢ＝ＡＣ      ……① 
  ＢＤ＝ＣＥ      ……② 
二等辺三角形の底角は等しい
から， 
  ∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＥ ……③ 
①，②，③より，２組の辺と 
その間の角がそれぞれ等しい
から， 
  △ＡＢＤ≡△ＡＣＥ 
合同な図形の対応する辺は 
等しいから， 
  ＡＤ＝ＡＥ 

(1) 

（例） 

８ Ａ 

４ Ｂ 
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